
こ
も
れ
び
館

▲

三
瓶
山
は
島
根
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
るト
ロ
イ
デ
型
の
火
山
で
、山
麓
に
広
が
る
牧
歌
的
な
草
原
景
観
、男
三
瓶
山
北
斜
面
に
残
る
自
然
林
な
ど
、豊
か
な
自
然
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
瓶
山
北
斜
面
自
然
林
の
自
然
観
察
モ
デ
ル
コ
ー
ス
は
、下
の
図
の
Ａ
～
Ｄ
へ
至
る
約
2,
50
0m
、約
1時
間
の
コ
ー
ス
で
す
。男
三
瓶
山
へ
の
登
山
道
や
中
国
自
然
歩
道
を
歩
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
ら
？
：
刺
さ
れ
た
ら
す
ぐ
に
流
水
で
洗
い
流
し
、
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
剤
を
含
ん
だ
ス
テ
ロ
イ
ド
軟
膏

を
塗
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
ハ
チ
毒
に
対
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
全
身
の
ふ
る
え
、
嘔
吐
な
ど
の

症
状
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の
よ
う
な
時
は
、す
ぐ
に
病
院
に
行
き
手
当
を
受
け
て
下
さ
い
。

マ
ム
シ
な
ど
の
毒
蛇
に
咬
ま
れ
た
ら
？
：
で
き
る
だ
け
早
く
病
院
に
行
き
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
第
一
で
す
。
吸

出
器
が
あ
れ
ば
、そ
の
場
で
吸
い
出
す
こ
と
は
良
い
で
す
が
、ナ
イ
フ
な
ど
で
傷
口
を
開
く
よ
う
な
処
置
は
、
決
し

て
行
わ
な
い
で
下
さ
い
。
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Ａ
地
点
は
登
山
道「
名

号
コ
ー
ス
」の
入
口
で
、中
国
自
然
歩
道
の
大
き
な

案
内
板
が
あ
り
ま
す
。シ
デ
類
や
オ
ニ
グ
ル
ミ
の
森
の

な
か
を
歩
き
ま
す
。

三
瓶
山
一
帯
は
、す
ぐ
れ
た
自
然
環
境
や
風
致
景

観
が
評
価
さ
れ
、大
山
隠
岐
国
立
公
園
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。国
立
公
園
な
ど
の
自
然
公
園
で
は
、

す
ぐ
れ
た
自
然
を
守
る
た
め
に
、様
々
な
ル
ー
ル
が

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、建
物
を
建
て
た
り
、

木
を
切
っ
た
り
、土
や
草
を
取
っ
た
り
す
る
こ
と
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、貴
重

な
植
物
に
つ
い
て
は
採
集
が
規
制
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、あ
と
か
ら
来
る

人
も々
素
敵
な
自
然
を
楽
し
め
る
よ
う
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

北
の
原
草
原

県
立
の
自
然
系
博
物
館

危
険
な
動
植
物
に
注
意
！

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
楽
し
い
散
策

島
　
根
　
県

モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
概
要

　
山
、海
、川
、豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
島
根
県
。そ
の
美
し
い
自
然
に
、い
つ
で
も
誰
で
も
手
軽
に
ふ
れ
あ
え
る

よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
が「
自
然
観
察
モ
デ
ル
コ
ー
ス
」で
、県
内
各
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
リ
ー
フ
レ
ット
は
三
瓶
山
北
斜
面
自
然
林
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
動
植
物
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。自
然
と

の
出
会
い
や
新
し
い
発
見
を
探
し
に
、自
然
散
策
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
山
、海
、川
、豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
島
根
県
。そ
の
美
し
い
自
然
に
、い
つ
で
も
誰
で
も
手
軽
に
ふ
れ
あ
え
る

よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
が「
自
然
観
察
モ
デ
ル
コ
ー
ス
」で
、県
内
各
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
リ
ー
フ
レ
ット
は
三
瓶
山
北
斜
面
自
然
林
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
動
植
物
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。自
然
と

の
出
会
い
や
新
し
い
発
見
を
探
し
に
、自
然
散
策
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
ム
シ
、ヤ
マ
カ
ガ
シ
な
ど
の
毒
ヘ
ビ
、ス
ズ
メ
バ
チ
の
仲
間
、ツ
タ
ウ
ル
シ
や
ヤ
マ
ウ
ル
シ
な
ど
か
ぶ
れ
る
植
物
、ツ
キ

ヨ
タ
ケ
な
ど
の
毒
キ
ノ
コ
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
毒
ヘ
ビ
や
ス
ズ
メ
バ
チ
の
仲
間
、か
ぶ
れ
る
植
物
に
は
近
づ

い
た
り
さ
わ
っ
た
り
し
な
い
こ
と
が
、基
本
的
な
対
策
で
す
。キ
ノ
コ
は
種
類
が
わ
か
り
に
く
い
も
の
が
多
い
の
で
、確

実
な
も
の
以
外
は
食
べ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す（
国
立
公
園
内
で
は
採
集
が
規
制
さ
れ
て
い
る
場
所
も
あ
り
ま
す
）。

マ
ナ
ー
を

守
っ
て

楽
し
い

散
策
を

Ｂ
地
点
は
、登
山
道
と
中
国
自
然
歩
道
が
合
流
す
る

場
所
で
、大
き
な
案
内
板
と
ベ
ン
チ
が
あ
り
ま
す
。標

高
が
上
が
っ
て
く
る
と
、ブ
ナ
や
天
然
の
ス
ギ（
ア
シ
ウ

ス
ギ
）が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｃ
地
点
は
、登
山
道「
姫
逃
コ
ー
ス
」と
中
国
自

然
歩
道
と
が
交
差
す
る
場
所
で
す
。周
囲
で
は

カ
ラ
マ
ツ
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ード
と
の
交
差
が
Ｄ
地
点
で
す
。
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ギフチョウ

スミレサイシン

クロモジ

ヤマエンゴサク

四季折々に彩りをかえ
季節の草花や

多くの生きものをはぐくむ
三瓶山の自然林

ネズミ類の食痕のある
オニグルミの果実ノウサギの足跡

テンの足跡

アキチョウジ

キバナアキギリウリハダカエデ

アサギマダラ

イワガラミ

ウリノキタニウツギ

ブナ

４月もなかばを過ぎると、自然林にもようや
く遅い春がやって来ます。木々の葉が開きは
じめる頃、スミレサイシン、ミヤマカタバミな
どが林床を彩り、春の女神「ギフチョウ」が
舞い始めます。
木々の葉が生えそろう５月になると、本格的
な春を迎えます。

8月下旬になると、林の下ではアキチョウジや
キバナアキギリなどが彩りを添えます。10月
下旬、朝夕の肌寒さを感じるようになると、
木々の葉は赤や黄に変わり、紅葉の美しい季
節になります。ドングリや木の実などが楽しめ
るのもこの時期ならではです。

厳しい寒さと深い雪に閉ざされた冬の自然
林でも、脈々と続く生きものたちの生活を
垣間見ることができます。雪上に残る動物た
ちの足跡、食べ物の跡は、冬の観察の楽し
みのひとつです。冬枯れの中のヤママユガ
の仲間のマユは、森の宝石のようです

６月に入ると森の木々はすっかりと葉を広げ
終え、山々は濃い緑で覆われます。林内では
ウリノキ、イワガラミなどの花が目につくよう
になります。春から初夏は鳥たちの繁殖期
で、いろいろな野鳥たちのさえずりが、あちこ
ちから聞こえるようになります。

６月に入ると森の木々はすっかりと葉を広げ
終え、山々は濃い緑で覆われます。林内では
ウリノキ、イワガラミなどの花が目につくよう
になります。春から初夏は鳥たちの繁殖期
で、いろいろな野鳥たちのさえずりが、あちこ
ちから聞こえるようになります。

ガマズミの果実

ウスタビガのまゆ

ツキヨタケ(毒)

ゴマダラカミキリ

キビタキミヤマカタバミ

オニグルミの葉痕

テン

ミヤマキケマン

４月もなかばを過ぎると、自然林にもようや
く遅い春がやって来ます。木々の葉が開きは
じめる頃、スミレサイシン、ミヤマカタバミな
どが林床を彩り、春の女神「ギフチョウ」が
舞い始めます。
木々の葉が生えそろう５月になると、本格的
な春を迎えます。

クルマバソウ ヒトリシズカ

ユキワリイチゲ

マムシグサ ウツギカブトムシ

ガマズミ ヤマボウシ

コアジサイ

8月下旬になると、林の下ではアキチョウジや
キバナアキギリなどが彩りを添えます。10月
下旬、朝夕の肌寒さを感じるようになると、
木々の葉は赤や黄に変わり、紅葉の美しい季
節になります。ドングリや木の実などが楽しめ
るのもこの時期ならではです。

ナナカマドマムシグサの果実 クヌギのドングリ

ツルリンドウ

厳しい寒さと深い雪に閉ざされた冬の自然
林でも、脈々と続く生きものたちの生活を
垣間見ることができます。雪上に残る動物た
ちの足跡、食べ物の跡は、冬の観察の楽し
みのひとつです。冬枯れの中のヤママユガ
の仲間のマユは、森の宝石のようです

クスサンのまゆ

クロモジの冬芽

カラスザンショウの葉痕 ヤドリギ

三瓶山は国立公園です。美しい自然を次の世代の人々も三瓶山は国立公園です。美しい自然を次の世代の人々も
楽しめるよう、現地での保護にご協力下さい。楽しめるよう、現地での保護にご協力下さい。

三瓶山は国立公園です。美しい自然を次の世代の人々も
楽しめるよう、現地での保護にご協力下さい。

春 夏

冬 秋


